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小
規
模
多
機
能
委
託

介
護
施
設
が
２
カ
所
整
備
さ

れ
て
い
る
が
、
利
用
状
況
は
。

　

健
康
介
護
課
長　

リ
エ
ゾ

ン
健
康
村
は
、
定
員
25
人
中

20
人
と
登
録
が
比
較
的
順
調

で
あ
る
が
、
三
山
木
ふ
れ
あ

い
の
里
は
定
員
25
人
中
15
人

と
登
録
が
少
な
い
状
況
。

　

　

福
祉
セ
ン
タ
ー
は
利

用
者
が
大
変
多
い
中
で
老
朽

化
が
進
ん
で
い
る
が
、
今
後

の
見
通
し
は
。

　

社
会
福
祉
課
長　

今
後
、

廃
止
に
向
け
た
方
向
で
進
め

て
い
き
た
い
。

　

　

税
の
共
同
化
で
滞
納

整
理
組
合
が
解
散
し
た
場
合
、

職
員
は
ど
う
な
る
の
か
。

　

市
民
部
参
事　

滞
納
整
理

組
合
の
職
員
に
何
ら
か
の
保

障
は
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
考
え
て
い
る
。

  
  

姉
妹
都
市
及
び
国
際

交
流
の
提
携
が
必
要
と
考
え

る
が
ど
う
か
。

　

市
民
参
画
課
長　

実
際
の

交
流
に
い
く
ら
お
金
が
か
か

る
の
か
、
ど
ん
な
利
点
や
問

題
点
が
あ
る
の
か
と
い
う
情

報
収
集
は
し
て
い
る
。

  
  

地
域
生
活
支
援
事
業

の
利
用
実
績
を
踏
ま
え
、
来

年
度
以
降
の
方
向
性
を
ど
の

よ
う
に
検
討
さ
れ
る
の
か
。

　

社
会
福
祉
課
長　

障
害
福

祉
計
画
の
中
間
見
直
し
で
策

定
委
員
会
で
10
月
に
ア
ン
ケ

ー
ト
を
実
施
し
た
。
利
用
方

法
、
希
望
等
を
十
分
把
握
し

た
中
で
近
隣
市
町
と
の
均
衡

も
考
慮
に
入
れ
、
見
直
し
を

検
討
し
た
い
。

  
  

市
税
が
８
億
円
増
加

し
た
が
、
増
収
の
原
因
は
。

　

税
務
課
長　

市
民
税
で
は
、

65
歳
以
上
の
非
課
税
者
の
定

率
減
税
廃
止
と
税
源
移
譲
に

よ
り
、
３
％
、
５
％
、
13
％

の
３
段
階
の
税
率
が
一
律
10

％
と
な
り
、
６
億
円
増
加
し

た
。
固
定
資
産
税
で
は
、
毎

年
の
増
改
築
及
び
宅
地
造
成

が
２
億
円
の
増
収
に
つ
な
が

っ
た
と
考
え
て
い
る
。

  
  

コ
ン
ビ
ニ
納
税
に
つ

い
て
現
在
の
進
捗
状
況
は
。

　

収
納
対
策
室
統
括
主
幹　

平
成
22
年
度
４
月
開
始
を
メ

ド
に
、
現
在
は
先
進
地
の
情

報
を
収
集
し
て
い
る
状
況
で

あ
る
。

  
  

子
宮
ガ
ン
検
診
は
、

20
歳
代
で
１
年
お
き
の
検
診

に
な
っ
た
が
、
受
診
率
を
ど

う
予
想
さ
れ
て
い
る
の
か
。

　

健
康
介
護
課
長　

受
診
率

に
つ
い
て
は
、
当
然
下
が
る

と
考
え
て
い
る
の
で
、
継
続

受
診
を
働
き
か
け
て
い
き
た

い
。

  
  

フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー

ト
セ
ン
タ
ー
事
業
の
利
用
者

数
は
、
増
え
て
い
る
の
か
。

　

こ
ど
も
福
祉
課
長　

総
数

か
ら
す
る
と
平
成
18
年
度
が

２
７
０
３
件
で
、
平
成
19
年

度
が
２
６
９
３
件
で
あ
る
こ

と
か
ら
ほ
ぼ
横
ば
い
で
あ
る
。

  
  

緊
急
通
報
装
置
の
設

置
台
数
は
、
平
成
19
年
度
で

４
０
６
台
だ
が
平
成
17
年
度

か
ら
の
設
置
台
数
は
ど
う
か
。

　

健
康
介
護
課
長　

平
成
17

年
度
３
５
０
台
で
、
毎
年
40

〜
50
台
増
え
て
い
る
状
況
。

  
  

く
ら
し
の
資
金
貸
付

制
度
は
年
２
回
の
実
施
だ
が
、

い
つ
で
も
借
り
ら
れ
る
制
度

に
で
き
な
い
理
由
は
。

　

社
会
福
祉
課
長　

貸
付
金

額
５
万
円
で
随
時
受
け
付
け

し
て
い
る
生
活
更
生
資
金
制

度
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
年
２

回
で
実
施
し
て
い
る
。

　

  

近
隣
市
町
に
お
け
る

水
道
料
金
に
係
る
消
費
税
の

取
り
扱
い
は
ど
う
か
。

　

水
道
部
副
部
長　

府
内
で

は
、
本
市
と
京
丹
後
市
を
除

く
市
町
で
外
税
方
式
で
税
を

徴
収
さ
れ
て
い
る
状
況
で
あ

る
。

  

　

燃
料
や
肥
料
の
高
騰

対
策
と
し
て
、
農
家
へ
の
補

て
ん
等
の
考
え
は
。

　

農
政
課
長　

何
よ
り
も
農

産
物
の
コ
ス
ト
を
下
げ
る
こ

と
が
重
要
で
あ
り
、
直
接
、

農
家
に
補
て
ん
す
る
の
は
難

し
い
と
考
え
て
い
る
。

  

　

府
内
で
の
本
市
の
水

道
料
金
の
状
況
は
ど
う
か
。

　

経
営
管
理
室
担
当
課
長　

順
位
と
し
て
は
、
13
市
町
中
、

下
か
ら
４
番
目
に
安
い
料
金

で
あ
り
、
一
般
家
庭
用
60
㌧

当
た
り
８
１
０
０
円
と
な
っ

て
い
る
。

　

　

蛍
光
灯
の
リ
サ
イ
ク

ル
に
つ
い
て
の
市
の
方
向
性

は
。

　

経
済
環
境
部
副
部
長　

ご

み
処
理
基
本
計
画
の
中
で
単

独
の
分
別
収
集
を
検
討
す
る

こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、

蛍
光
管
の
割
れ
に
よ
る
水
銀

の
飛
散
等
安
全
度
を
見
据
え

た
中
で
拠
点
回
収
で
き
る
か

検
討
し
た
い
。

　

　

耕
作
放
棄
地
を
利
用

し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
な
シ

ス
テ
ム
づ
く
り
に
積
極
的
に

　

　

自
主
防
災
組
織
の
育

成
と
併
せ
て
消
防
団
Ｏ
Ｂ
の

方
の
活
用
が
必
要
と
考
え
る

が
市
の
考
え
は
。

　

消
防
総
務
課
長　

経
験
豊

富
な
消
防
団
Ｏ
Ｂ
に
よ
る
支

援
隊
の
年
内
発
足
に
向
け
、

隊
員
を
募
集
中
で
あ
る
。
現

在
47
人
の
登
録
申
請
を
受
け

付
け
て
い
る
。

　

　

平
成
19
年
度
に
行
わ

れ
た
事
務
事
業
評
価
の
結
果

は
。

　

企
画
管
理
課
長　

３
６
２

の
事
務
事
業
に
つ
い
て
本
格

的
な
評
価
を
実
施
し
、
事
業

の
検
証
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、

全
体
の
83
％
で
改
善
が
進
ん

で
い
る
結
果
と
な
っ
た
。

　

　

自
主
防
災
組
織
育
成

助
成
金
と
し
て
72
万
９
０
０ 

０
円
の
支
出
が
あ
る
が
、
本

市
の
各
区
・
自
治
会
で
ど
の

く
ら
い
の
自
主
防
災
組
織
が

で
き
て
い
る
の
か
。

　

消
防
本
部
参
事　

現
在
、

15
組
織
で
き
て
い
る
が
、
そ

の
う
ち
平
成
19
年
度
に
つ
い

て
は
９
団
体
に
助
成
を
行
っ

た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の

目
的
外
使
用
の
あ
っ
た
医
療

情
報
用
PC
を
今
後
規
制
す

る
考
え
は
。

  

消
防
総
務
課
長　

医
療
情

報
の
検
索
の
み
に
利
用
し
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
部
分
を

全
て
削
除
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
る
。
ま
た
、
併
せ

て
使
用
簿
を
作
り
利
用
状
況

を
把
握
し
つ
つ
、
閲
覧
履
歴

に
つ
い
て
も
、
必
ず
所
属
長

が
確
認
す
る
と
い
う
こ
と
で

対
応
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

　

超
過
勤
務
の
多
い
職

員
で
年
間
、
何
時
間
ぐ
ら
い

あ
る
の
か
。

  

職
員
課
長　

１
０
０
０
時

間
を
超
え
て
い
る
職
員
が
２

人
、
９
０
０
時
間
台
で
５
人
、

８
０
０
時
間
台
で
５
人
と
合

計
12
人
が
８
０
０
時
間
以
上

で
あ
る
。

　

　

山
手
幹
線
薪
工
区
に

お
い
て
、
バ
ス
停
留
所
が
用

意
さ
れ
て
い
る
が
、
実
際
に

バ
ス
を
運
行
さ
れ
る
計
画
は

な
い
の
か
。

  

安
心
ま
ち
づ
く
り
室
担
当

課
長　

バ
ス
停
留
所
は
、
バ

ス
会
社
、
地
元
協
議
の
中
で

３
カ
所
設
け
て
い
る
。
バ
ス

会
社
に
文
書
で
運
行
の
要
望

は
出
し
て
い
る
が
、
現
時
点

で
は
難
し
い
状
況
で
あ
る
。

　

　

車
検
費
用
に
お
い
て

０
円
入
札
は
あ
っ
た
の
か
。

  

総
務
部
参
事　

本
年
度
10

月
に
実
施
し
た
車
検
の
入
札

に
つ
い
て
は
、
点
検
費
用
及

び
最
低
限
必
要
な
修
理
も
含

め
て
の
形
を
と
っ
た
た
め
、

あ
る
程
度
の
入
札
価
格
を
提

示
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
。

　

　

Ａ
Ｅ
Ｄ
を
３
カ
年
で

36
カ
所
設
置
す
る
と
聞
い
て

い
る
が
予
定
は
。

  

安
心
ま
ち
づ
く
り
室
担
当

課
長　

今
年
度
に
つ
い
て
は

小
学
校
７
校
と
中
学
校
３
校

に
、
次
年
度
に
つ
い
て
は
、

保
育
所
、
幼
稚
園
関
係
12
カ

所
に
設
置
予
定
。
そ
の
他
施

設
に
つ
い
て
は
、
各
所
属
で

対
応
を
お
願
い
し
て
い
る
。

　

　

特
に
大
住
地
域
、
田

辺
地
域
等
で
自
転
車
通
勤
の

方
が
多
い
が
、
駐
輪
場
の
増

設
や
移
設
の
予
定
は
。

  

安
心
ま
ち
づ
く
り
室
担
当

課
長　

Ｊ
Ｒ
大
住
駅
の
駐
輪

場
が
手
狭
に
な
っ
て
い
る
た

め
、
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｏ
西
日
本
に

高
架
下
を
貸
し
て
も
ら
え
る

よ
う
現
在
交
渉
し
て
い
る
。

取
り
組
む
必
要
が
あ
る
と
考

え
る
が
、
計
画
は
あ
る
の
か
。

　

農
政
課
長　

イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
上
で
空
き
地
情
報
を
公

開
す
る
農
地
バ
ン
ク
シ
ス
テ

ム
な
ど
を
利
用
し
て
農
地
の

流
動
化
を
促
進
し
て
い
る
が
、

完
全
に
耕
作
放
棄
地
が
な
く

な
る
と
こ
ろ
ま
で
は
至
っ
て

い
な
い
。

　

　

観
光
マ
ッ
プ
の
有
効

活
用
に
つ
い
て
は
ど
う
か
。

　

産
業
振
興
課
長　

観
光
マ

ッ
プ
に
つ
い
て
は
、
平
成
19

年
度
に
全
面
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

（
９
面
に
つ
づ
く
）

　

決
算
特
別
委
員
会
（
井
上

薫
委
員
長
、
小
林
喜
代
司
副

委
員
長
、
井
上
公
、
奥
西
伊

佐
男
、
奥
村
良
太
、
河
本
隆

志
、
喜
多
英
男
、
櫻
井
立
志
、

南
部
登
志
子
、
水
野
恭
子
委

員
の
10
人
）
は
10
月
９
日
、

17
日
、
20
日
、
29
日
、
11
月

４
日
、
５
日
、
７
日
の
７
日

間
委
員
会
を
開
会
し
、
９
月

定
例
会
に
付
託
さ
れ
た
平
成

19
年
度
京
田
辺
市
一
般
会
計

決
算
認
定
に
つ
い
て
な
ど
９

件
の
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

　

審
査
は
各
部
局
別
に
、
質

疑
を
行
い
、
最
終
日
に
は
、

５
会
派
に
よ
る
総
括
審
査
の

後
、
決
算
認
定
案
を
す
べ
て

可
決
し
ま
し
た
。
審
査
の
主

な
質
疑
は
次
の
と
お
り
。

市
民
・
保
健
福
祉

決
算
特
別
委
員
会
の
審
査
報
告

階段昇降機が設置された三山木福祉会館

新設された観光案内板を視察　　　　
　　　　　　 　　（松井山手駅）

設置がすすむＡＥＤ（市役所）

市
長
公
室
・
安
心
ま
ち
づ
く
り
室
・
総
務
・
消
防
等

経
済
環
境
・
水
道
等

平成１９年度会計別決算収支状況

○翌年度繰越：平成１９年度にできなかった事業を翌年度に繰り越し、事業をおこなうもの。
○実質収支：平成１９年度の収入と支出の実質的な差額。市の純剰余又は純損失を意味するもの。

（単位：円）

一 般 会 計

特 別 会 計

松 井 財 産 区

老 人 保 健

国民健康保険

休日応急診療所

公共下水道事業

農業集落排水事業

介 護 保 険

合 計

会　  　計 　 　別 歳入決算額① 歳出決算額② 差　  引 　 額
（③＝①－②） 翌年度繰越額④ 実 質 収 支 額

（⑤＝③－④）

19,877,739,766

14,785,110,569

6,861,984

4,107,303,069

5,318,866,195

21,367,240

3,049,614,196

52,737,869

2,228,360,016

34,662,850,335

19,677,176,660

14,706,703,942

6,792,448

4,107,270,829

5,312,271,782

20,630,100

3,019,523,572

52,653,217

2,187,561,994

34,383,880,602

200,563,106

78,406,627

69,536

32,240

6,594,413

737,140

30,090,624

84,652

40,798,022

278,969,733

101,884,000

28,000,000

0

0

0

0

28,000,000

0

0

129,884,000

98,679,106

50,406,627

69,536

32,240

6,594,413

737,140

2,090,624

84,652

40,798,022

149,085,733

内　
　
　

訳


